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2022年 12月 1日 

 

12月会長定例記者会見 

 

発表項目① 中間持株会社設立・財団統合について 

（前田会長）本日、新しく設立する 2つの関連団体について正式に発表

します。ひとつは本日 12 月 1 日付で設立した中間持株会社の「NHK

メディアホールディングス」、もうひとつが、4 つの一般財団法人を合

併して設立する一般財団法人「NHK 財団」です。これまで、業務、受信

料、ガバナンスの三位一体改革を進め、あらゆる分野で改革に取り組

んできましたが、2 つの団体の設立は、柱のひとつである「スリムで強

靱な NHK グループ」の体制を構築するための大きな第一歩だと考え

ています。 

まず、中間持株会社の「NHK メディアホールディングス」については、

傘下に NHK エンタープライズなどコンテンツ制作に関わる 5 つの子

会社を置きます。実質 1つの会社のようにして、NHK本体の方針のも

とで経営します。初年度は傘下子会社全体の役員数を半減させるほか、

業務の効率化、重複する業務や管理間接部門の整理などを進めます。

次期経営計画の最終年度の 2026 年度までに、傘下の 5 社に対する

既存の業務委託費を新型コロナ感染拡大前の 2020 年度の計画値と

比べ、およそ 2 割以上、金額にして 200 億円以上削減します。NHK

と持株会社、持株会社と傘下子会社はいずれも 100％の親子関係に

あるので、資金面でも事業面でも直接グリップをきかせることができ、

スリムで強靱な体制を作ることができると思います。 

これまで、子会社には OBの役員がかなりいました。NHKも受信料が

右肩あがりで、衛星波などを次々拡大し、関連団体もたくさん作って、

そこに仕事をどんどん出してきました。そういう過程で肥大化と批判

されたのはその通りだったと思います。これまで現役の役員を子会社

の社長や取締役に配置して経営に当たらせることで、本体と子会社の

情報共有が進み、本来のグループ経営ができるようになったと考えて

います。今回、中間持ち株会社を設立することで、この改革を一気に進

めたいと思います。 

次に「NHK財団」は、NHK関連の4つの一般財団法人を合併して、来

年4月に設立します。公益財団法人NHK交響楽団、いわゆるN響は、

公益法人としてのメリットを生かすために親子法人の形で統合します。

ブランド力がある N 響と、それぞれの財団が持つ強みを結集し、社会
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貢献事業を強化するとともに、財団グループ全体のスリム化・効率化を

進めます。 

財団については、せっかく良いことをしていても、それぞれ規模が小さ

いうえ、社会にあまり認知されていなかったというのが現状でした。N

響は、知名度はありますが、経営基盤が安定しているとは言えません。

そこで、５つの財団を１つにまとめ、それぞれの強みを結集したほうが、

より社会貢献できると考えました。 

2 つの関連団体の設立によって、NHK グループのフォーメーションは

大きく変わります。過去最大で 65 あった関連団体は、来年 4 月には

22団体と、およそ3分の 1になります。中間持株会社の設立、財団統

合も、改革のための形はできたと思いますが、形や箱を作っても、中身

が伴わなければ意味がありません。「NHK メディアホールディングス」

と「NHK財団」には、スリムで強靱な体制構築に向けてNHKグループ

全体を引っ張っていってほしいと考えています。同時に、放送を取り巻

く環境が大きく変わる中で、公共メディアならではの質の高いコンテン

ツを制作したり、NHK のコンテンツやノウハウを放送以外の形で社会

に還元したりすることについても、2 つの団体の設立によって、さらに

強化していきたいと考えています。 

 

（記者）中間持株会社の社長に春原氏を起用した経緯は。 

（会長）設立準備に携わっていましたし、私は非常に実践力があると思

っています。長野放送局の局長もやっていて、ガバナンス面でも非常

に見識がありますので、そういう意味で適材だということでお願いし

ました。今回、特に制作会社を中心に体制を構築したので、そういうの

を分かっている方でないと、その先の事ができないですよね。そうす

るとやっぱり外部の人材より内部でよく分かっていて、且つそんなに

年代が上の人ではない人のほうが、話が早いのではないかということ

で選びました。 

 

その他質問 

（記者）ワールドカップ、先月 23 日のドイツ戦では、遅い時間にもかか

わらず世帯視聴率が 35％を超えた。会長の率直な感想は。 

（前田会長）私は寝るのが早いものですから、関心はあったのですが、

途中まで見て、負けていましたので、「ああこれはやっぱりドイツは強い

な」と思っているうちに、そのまま寝てしまい、翌朝新聞見たら勝った

って書いてありました。あれだけの強敵に勝ったということで、すごい
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なと思いました。本当に日本代表の実力も上がってきたのではないか

と思いますし、皆さんに日本代表の初戦をお届けできてよかったと思

っています。 

  

（記者）ネットフリックスの広告付き低価格プランについて。 

（前田会長）新しいサービスが開始する直前に、事務的な連絡があって、

詳細な説明が一切ないまま広告付きのプランが始まったことについて

は、率直に言って大変遺憾だと思っています。NHKはインターネット活

用業務の実施基準に則って、さまざまなコンテンツを外部事業者に提

供してきました。ネットフリックスとも2015年から契約があり、コンテ

ンツを提供してきました。そうした中で、今回は NHK として初めての

対応を迫られるようなケースとなりました。メディアを取り巻く環境の

変化が激しく、またそのスピードが速いということだろうと受け止めて

おります。今回のように前例がないケースにどう対応するか、外部環境

の変化を踏まえてしっかりと考えていかなければならないと思ってい

ます。ネットフリックスに対しては実施基準に沿ったサービスとなるよ

うに求めていくことにしています。 

（記者）今は広告が付いていない状態で配信されていると思うが、この

状態は実施基準に抵触する可能性はないのか。 

（前田会長）それはないと思います。 

（記者）実施基準に抵触する恐れがあるのであれば、すぐに厳重抗議や

配信停止を求めるべきだったのではないか。対応に間違いはなかった

と認識しているのか。 

（前田会長）結果的にはその通りかもしれないです。ネットフリックスの

本社は日本ではないので、なかなか上手くコミュニケーションが取れな

いまま時間が経ってしまったが、その後は迅速に対応したと思ってい

ます。 

（記者）約1か月経っても協議が続いているのは、コミュニケーションが

難しいからか。 

（前田会長）コミュニケーションの問題ではなく、プランの中身について、

合意しない限りはこの状態が続くわけです。あとはもう契約解除する

しかないですが、そこまでは行っていないということです。 

（担当者）ネットフリックスとは現在も引き続き協議を続けています。そ

の中で、NHK の実施基準に沿うような形にしてほしいということは伝

えています。 

（記者）今回は NHK がネットフリックスに提供している番組の前後に
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CM が付いていることが問題になったが、今まで行われていた CS・

BSへの番組提供もNHKがCMを付けているという誤認をさせる恐

れがあるという点で似たような問題を孕んでいるような気がする。ど

のように考えたらいいのか。 

（担当者）NHK の番組の外部提供につきましては、放送法に基づいて

実施しています。ご質問の CS・BS 放送についてもそのような形で行

っています。番組の提供にあたっては、インターネット活用業務の実施

基準の 35 条とほぼ同じ趣旨で、広告については NHK が行っている

ものと誤認されないように、且つ、その商品を推奨していると誤認さ

れないようにという、ほぼ同じ基準に沿って、誤認を受けるような CM

を付けないということは、放送事業者の方とお話した上で番組を提供

しています。 

（記者）BS・CS への番組提供で前後に CM が入っているのは、NHK

としては特に問題はないと認識されているのか。 

（担当者）はい。誤認されないようにというルールに抵触していないと

いう判断のもとに提供しているとご理解いただければと思います。 

（記者）ネットフリックスの場合と何が違うのか。 

（担当者）ネットフリックスにおいては、個別の番組を利用者の方が選

択して、その番組に広告が付きます。このような形態の広告付きサー

ビスに NHK の番組が提供されるのは今回初めてになります。サービ

ス開始の 4 日以降、どのような形でどういう広告が付くのかを我々と

しても確認して、ネットフリックスの日本の窓口の方とも協議を続けて、

然るべきタイミングで、これはインターネットの実施基準に抵触する恐

れがあるという判断して停止を求めたという経緯になります。 

 

（記者）先日、大みそかの紅白歌合戦の出場歌手が発表された。期待の

声は。 

（前田会長）皆さんから非常に期待していただいていますが、一方で批

判もあります。これだけ続いた番組なので、今回のテーマ「LOVE＆

PEACE」に沿った紅白を、従来とはまた少し違った形で演出ができれ

ば良いと思っています。長く続く番組はどうしてもマンネリ化しやすい

のですが、それでは良くないと思います。幅広い年代の方が見ていま

すので、みんなが満足するのは、なかなか難しいと思います。ですから、

幅広く満足していただけるようにするための工夫をして、今回のテー

マにふさわしい番組になってほしいと思っています。 

（記者）会長が応援している歌手はいるか。 
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（前田会長）存じ上げている人が少ないので、すみません。 

 

（記者）先日発表された修正経営計画で、来年の今日、BS2K のチャン

ネルが 1 つになるとしている。どのようなチャンネルになるのか、また

一部では BSプレミアムはなくなると捉えられているが、実際はどうな

のか。 

（前田会長）修正経営計画を経営委員会で議決いただければ、来年の

2023 年 12 月 1 日に衛星放送を再編して、新しい BS4K と新しい

BS2Kをスタートします。BSの 2Kの波が 1波削減となることで、単

純に BS プレミアムがなくなるという誤解もあるようですが、そういう

ことではありません。BS1、BS プレミアムでご好評いただいている番

組につきましては、その多くを、新しくできる新 BS2K などでもお届

けできるように検討を行っています。例えば、現在 BS プレミアムで放

送している連続テレビ小説や大河ドラマは、新 BS2K でもお届けした

いと考えています。また新 BS4K では、世界に通用する多彩なコンテ

ンツを提供していきます。ドラマや教養、エンタメ、さらに時代を映し出

す名作の 4K リマスター版など、4K 技術を生かしたコンテンツをお届

けする予定です。 

 

（記者）前田会長の来年 1 月 24 日の任期まであと 2 か月ほどになっ

た。経営委員会から打診されたとしても、続投するつもりはないという

ことでいいか。 

（前田会長）仮定の質問にはお答えできないのですが、かねてから申し

上げている通り、この任期を全うして NHK の改革の方向付けをした

いと思っています。今回の改革はかなり抜本的に、全局的にやりました。

かなりの部分を着手しましたが、実際にこれを実行するのはこれから

何年もかかり、人事制度などを運用するには時間がかかります。いろ

いろな意味で時間がかかりますので、ここについては、基本的には次

の方に改革を担っていただきたいと思っています。基本的なキーコン

セプトは、NHK をスリムで強靱な体質に衣替えするということで、そ

の中の 1 つが若返りです。もちろんベテランも重要ですが、若い方が、

次の世代の人たちが希望を持って働ける職場にするということです。

実際、私が会長になってから、役員も大幅に若返りをしました。その状

態で、私みたいに高齢者が残ると完全に逆行しますので、方針どおり、

次の次世代を担う若い人にやっていただきたいというのが私の気持

ちです。 
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（記者）こういう人にやってほしいという所感は。 

（会長）これだけの抜本改革をやりましたので、多分そう簡単な話じゃ

ないんですよね。構造を変えるというのはやっぱり時間もかかります

し、エネルギーを使いますけど、それをやらないとスリムで強靱になり

ません。次の 3 か年は値下げの影響があって収支はマイナスになりま

すが、これは前向きのマイナス予算になります。その後、ぜひ強靱な形

にしてほしい。それから、ＮＨＫ放送センターの情報棟も 2025 年度に

できあがります。大きな一つの節目をそこで迎えますので、ぜひ意欲

的な方が来てほしいというのが私の願望です。 

（記者）外部やＯＢ、内部昇格などいろいろな選択肢があると思うが、

希望は。 

（会長）経営委員会が決めることで、私が余計なことを言うのは変だと

思いますが、経営委員会は当然そういうことを見ながら人選もしてい

るでしょうから、ぜひそういう方になっていただきたいというのが私

の願望です。 

（記者）経営委員会には続投しないという意思は伝えているのか。 

（会長）聞かれていないから答えていないのですが、そういう質問はご

ざいませんでした。 

（記者）経営委員会で 9 票集まったとしても、やるつもりはないという

ことか。 

（会長）それはちょっと、私は想定できないのですが。ただ、私がそのま

まあと 3年やると 81歳になります。それはいくらなんでもちょっと逆

行でしょう。そう思いませんか。 

 

（記者）先日の総務省公共放送ワーキンググループで、NHK などのヒ

アリングが行われた。これまでの会合で構成員から、仮にインターネッ

ト活用業務を本来業務化したとき、あるいは２００億円という今の上限

がなくなったときに、どんなことができるか教えてほしいという要望

があったが、先日の会合では説明がなかった。その点について、会長自

身はどのように考えているか。 

（会長）率直に言って、本来業務か補完業務かという議論が、そもそも

世界的に見てすごく遅れていると思います。世界的に見たら、本来業

務とかそんなことを言っている国はどこにもないんです。日本だけで

す。もう一方で、公正な競争が阻害されるのではということですが、私

は阻害されるということはないと思います。そういう状況ではないと

思います。それから NHK は際限なく業務を拡大するというご批判も
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ありますが、むしろスリム化すると宣言して、実際にそういう計画を発

表しているわけです。そこの批判はちょっと違うのではないかなとい

うのが率直な感じです。やはり世界的に見て、正確なニュース・情報を

どの手段でも伝えるというのが報道機関の役割ですから、インターネ

ット経由はここまでしかできないということ自体が、やや何か違うので

はないかというのが率直な感じです。やはり、伝える内容が正確であ

るということが公共放送の役割だと思います。フェイクニュースがこれ

だけたくさん出るようになった時に、公共放送はそうではない放送を

頑張らなくてはいけないと私は思います。それが使命だと思っていま

す。だから伝達手段で、こっち側に行ってはいけないとか、金額はこれ

くらいとか、そういうことではないと思います。仮に、金額の制限がな

くなったからといって、無制限に肥大化することはあり得ないと思い

ます。トータルの金額は一定ですから、全てがそちらに行くこともない

と思います。テレビで見る方もいるでしょうし、全体の業務量は同じで、

それ以上になることはないわけなので。ですから、本来業務か補完業

務かという議論自体、率直に言ってちょっと時代遅れになったのでは

ないかなという感じがします。 

 

（記者）ＮＨＫの放送番組審議会の報告は、議事録や番組で短く報告さ

れているが、民放と比べても内容が見えにくい印象がある。会長はど

う考えるか。 

（会長）私は、放送番組審議会の委員の方に、NHK の番組を褒めてい

ただかなくて結構なので、「ここは良くない」ということを是非言って

ほしいとお願いしています。放送番組審議会の委員の方の構成も、従

来かなりベテランの方が多かったですが、年齢構成や男女構成も相当

変えて、幅広くご意見をいただいています。実際の審議会の議論はす

ごく活発に、1 回で 2 時間以上、相当突っ込んだことをやっています。

ただ開示の仕方は、個人名を出すと、発言が制約されるということが

あると思います。議事録を開示する場合も、個人名を出すケースと出

さないケースがありますが、いろんな辛口のことを言ってもらいたい

のに、個人名を出すと辛口のことを言いづらくなるんですよね。要する

に、審議の中身をきちんと開示するのが重要であって、個人名を開示

するのが目的ではないので、そこはそれでいいのではないかなと私は

思います。個人名を出して、その方に変な形で影響が及ぶというのは

意図するところではありませんので、そこは若干配慮した方がいいと

個人的には思っています 
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（以上） 


